
あわじ環境市民ファンドの今後の主な課題

○事業主体

・事業主体となる株式会社の構成の検討

‐商号（会社名称）、本店所在地（洲本市内）、取締役等の役員構成、事務局体

・株式会社の設立準備

‐発起人会の開催

‐定款の作成、公証人役場での認証

‐資本金の払込み

‐設立登記申請書の作成、法務局への登記申請

○発電事業（直営事業）

・事業内容の詳細検討

＜大規模太陽光発電事業（第１期）＞

‐コンペに向けて施設の仕様と整備費用の大枠を設定

※コストと発電量のバランスによる最適な整備内容と事業者の選択

※発電施設に加え、公園施設、広域防災拠点としての機能も兼ね備える仕様

‐収益確保に向けたモニタリングとメンテナンス体制の検討

※出資した市民等がメンテナンス等の実際の運営に参加できる仕組みづくり

＜地域施設への太陽光発電整備導入＞

‐導入対象施設の優先順位付けと絞込み

・リスクを最小化するための土地選定や損害保険の検討

・ランニングコストを最小化するための防塵・防草対策等の検討

・第１期を軌道に乗せた後の第２期事業（大規模太陽光発電事業等）の検討

○投資事業

・資金の受入れ形態、受入れ額、予定利回り等についての民間事業者との調整

※太平洋セメント土取り地・津名東生産団地以外の用地での事業も対象として

○事業シミュレーション

・全量固定買取制度の内容を反映させた計算資料の作成

※金融機関等の協力を得ながら、漏れがなく、より適切な内容にバージョンア

○募集する市民出資の内容

・事業内容に応じた募集内容の詳細検討

（募集時期、一口金額、販売口数、予定利回り、契約期間等）

・募集方法の詳細検討

（販売拠点の設置、重要事項説明書等の募集資料やＨＰの作成、手数料の設定

○普及啓発の取組

・わかりやすい PR 資料の作成、きめ細かな説明会の開催

※県、市、淡路島くにうみ協会等の地元出資者の連携で効率的・効果的に実施
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